
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成３０年度の府中第五中学校は４月６日（金）に始業式、９日（月）の入学式を経て、

第１学年４学級、第２・３学年各５学級の合計１４学級、全校生徒４６４名でスタートをい

たしました。新入生の皆さんのご入学、２，３年生の皆さんの進級を教職員一同、心よりお

祝い申し上げます。 

 さて、本年度から本校は、文部科学省が推進するコミュニティ・スクールの指定を受けま

した。平成２８年度から２か年にわたり、文部科学省の研究委託を受け、コミュニティ・ス

クールを推進することについて研究を行ってきました。コミュニティ・スクール導入の基本

的な考え方は地域の方々の学校運営への参画による学校教育の充実と地域の活性化を目指す

ことです。学校運営協会を活用し、コミュニティ・スクールとして学校を運営することが、

学校の教育活動の充実につながります。また、地域にとっても学校を地域コミュニティの中

核を担う存在として認識し、学校への協力を積極的に行うことができるようになり、学校と

地域の関係も、これまでの個人の結びつきから組織としての結びつきへと高めることができ、

「点」の連携から「面」の連携を実現することにつながると思っています。学校運営協議会

の内容の概要については、これまでもこの学校だよりでお知らせしてきましたが、これから

も積極的に発信してまいりますので、ご理解とご協力をお願い申し上げます。 

本年度も生徒の基礎的・基本的な学力の一層の向上と健全育成の推進に積極的に取り組み

ます。教職員は一体となり、本校の校訓である「自己発見」の精神のもと、生徒に「知・徳・

体」の調和のとれた資質・能力を育むことを目的に日々教育活動を行ってまいりますが、そ

の充実のためには、保護者をはじめとする地域社会の皆様のご協力をいただくことが不可欠

です。どうぞ今年一年、府中第五中学校の教育活動の充実のためにご協力をいただきますよ

う、よろしくお願い申し上げます。 

 

 

 

入学のお祝いに私から皆さんに期待することがあります。 

第一は、「目標をもって努力する人になってほしい」ということです。中学校生活は、小学

校の六年間を修了し、義務教育の最後の三年間です。この三年間は、心も身体も大きく成長

する時期です。勉強にスポーツ・芸術に、自らの得意とすることだけでなく、ちょっと苦手

と思えることでも、様々なことに興味を示し、挑戦することで、自分でも気付いていなかっ

た自分の才能を開花させ、大きく成長できると思います。最初からできっこないとか、自分

には才能がないとか、決して自分で限界を定めることなく、可能性を信じて様々なことに挑

戦してほしいと思います。    

目標を実現するための秘訣があります。それは、スモールステップの考え方を取り入れる

ことです。将来の目標に向かって努力する場合、中学校三年間では何をするのか、今年一年

で何に取り組むのか、一学期中には何をするのか、今月中は、今週は、今日は、というよう

に小さい単位に分けて、少しずつ何に取り組めばよいのかを明らかにするとよいと思います。

将来の目標はあまりに大きく、遠い存在で、何をすればそれに近付くことができるか分から

ないことが多く、あてもなくただ日々を無為に過ごしてしまうことがあります。身近なレベ
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ルで、取り組みやすい内容として自分に示すことができれば、確実に実行することができ、

その努力が積み重なって、将来の夢の実現につながると思います。このことは、スポーツや

芸術において技能の向上を図る時にも当てはまりますし、数学や国語、英語などの教科の学

習において学力の向上のためにする努力にも当てはまることだと思います。自分の目標の実

現に向けて、今日、取り組むことがはっきりしている中学生になってください。 

皆さんに期待することの第二は、「人に感謝する心をもった人になってほしい」ということ

です。「人は一人では生きてゆくことはできない。」と言われます。皆さんは、学校生活に限

らず、家庭での生活においても、先生や保護者の方々をはじめ様々な人の協力を得て初めて、

毎日の生活が滞りなく行われることに気付くと思います。 

自分に向けられた支援に気付いたら、ぜひ感謝の気持ちを言葉に出してほしいと思います。

「ありがとう」のたった一言でいいのです。身内の人に言うのは恥ずかしいという気持ちが

あるかもしれませんが、むしろ身内だからこそ声に出して言うべきだと思います。「おはよう」

「いただきます」と同じように「ありがとう」が素直に言えるようになれば、素晴らしいと

思います。この延長線上に他人とのあいさつがあると思います。府中第五中学校では、上級

生が気持ちの良いあいさつをしてくれます。皆さんも自然に心のこもったあいさつができる

ようになってほしいと思います。 

 

 

４月２１日（土）中央文化センターひばりホールで開催されました「第５０回府中市交通

安全市民のつどい」で本校が交通安全推進功労団体として表彰されました。これは、本校が

保護者・地域の皆さまの協力で、長年、交通事故防止に努力し、交通事故０を達成している

ことに対して表彰されたものです。これからも生徒の安全確保のための取組に努力していき

たいと思います。 

 

交通安全推進功労団体として表彰されました 


